
部 課 係

款 項 目

頁

頁

①

②

③

①

②

③

事務事業評価調書

事 務 事 業 名 アルプス囲碁村推進事業

会 計 一般会計 2 1 3

担 当 課 総務 企画財政 企画調整 事務事業№ 12136

個 別 計 画 アルプス囲碁村計画
事
務
事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

・幼児から高齢者までの幅広い年齢層
・囲碁を通じ、様々な人と人との関りを大切にする「ひと
の和づくり」をコンセプトとした魅力あるまちづくり

・豊かな自然の中で、ゆっくりと囲碁を楽しんでいた
だけるような囲碁村づくりを推進する。
・囲碁を活用した滞在型観光など観光産業との連携
・日本の伝統文化である囲碁の愛好者の拡大を図り、
囲碁を通じた人格形成と人材育成を図る。

総
合
計
画

まちづくりのテーマ 第１節_ふるさとに誇りを持つひとを育むまち 前期計画登載頁 42

施 策 目 標 生きがいに満ちた生涯学習の機会の提供

施 策 項 目 　多様な分野の学習活動の充実と促進

主
な
業
務
内
容

・幼保育園、小中学校への囲碁普及員の派遣　　　　　　　・アルプス囲碁村十段戦の開催
・囲碁十段戦第3局歓迎レセプション及び大盤解説会開催　 ・アルプス囲碁村まつり（指導碁・囲碁大会など）
・アルプス囲碁ポンヌキ大会（市内幼保育園年長児）　　　・保育園囲碁交流会
・各種大会、イベント共催協力等

【事務事業の実績】

事
業
費

年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

総事業費（決算額） 2,816,000 円 2,816,000 円 999,438 円

財源
内訳

特定財源 0 円 円 円

一般財源 2,816,000 円 2,816,000 円 999,438 円

活
動
指
標

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和2年度

アルプス囲碁村まつり参加者 人 380 339

達成率 次年度（R３）

指標名 単位 実績値 実績値 実績値 目標値 （％） 目標値

開催中止 380 - 0

保育園囲碁交流会参加者 人 175 100 開催中止 130 - 90

囲碁普及員派遣 時間 399 359.75 303.25 390 77.8% 360

達成率 次年度（R３）

指標名 単位 実績値 実績値 実績値 目標値 （％） 目標値

１．数値で表せる指標 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和2年度

２．数値で表せない効果

幼・保育園、児童クラブを中心とした普及員の派遣により、囲碁の普及と底辺の拡大、囲碁を通じた「ひとづくり」が推進された。こど
も囲碁教室受講生から全国大会出場者が続くなど明るい話題も多く、大町市初のプロ棋士誕生に期待する。

【事業の評価】

評
価

項目
必要性 有効性 効率性 今

後
の
方
向
性

方向性

成
果
指
標

評価 高い 普通 高い 重複なし 普通

評価点合計

事業の必要性 市民ニーズ 上位施策への貢献度 他事業との重複 事業の効率性 実施主体の適正化

継続

16

適正である

市内幼保育園、小学校や子ども囲碁教室などにおいて、普及員派遣により囲碁の普及や底辺拡大に向けた取組みを長
期に渡り進めてきたが、近年では高齢化等に伴い普及員確保が難しくなっており、後継者の育成が重要な課題であ
る。また、これまで全国から囲碁愛好者が集うイベント・大会等を開催してきたが、新型コロナ感染症の拡大により
実施出来ていない状況にある。様々な対策を図りながら開催に向けた準備を進めるものの、感染者の拡大状況や重症
化しやすい高齢者の参加希望が多いことから、リスクを考慮すると中止の判断をせざるをえない。
改善の方法等（上記の課題をふまえ次年度以降に実施する具体的な改善の内容）

幼保育園児～小学生までに対する普及活動は継続し実施しているものの、青～成年期への普及が広まりにくい現状で
あることから、地元岳陽高校生徒（棋道部・放送部等）へ機会を捉え呼びかけを行うとともに、SNS等を活用した大
会等の告知や婚活イベントとの結びつきを持たせるなど、様々な視点により普及促進に向けた検討を進める。
また、コロナ対策については、現在ワクチン接種が全国的に進められており、接種率の上昇に伴い、参加者が安心し
て囲碁を楽しめる環境へと徐々に近づくことが期待されることから、感染対策を万全にしながらより安全な大会等と
なるよう努めていく。

3 18

評価理由

・新型コロナ感染症の拡大により、イベント等の開催は叶わなかったが、例年開催してきた囲碁十段戦やアルプ
ス囲碁村まつりには全国各地から多くの参加者があり、全国的なイベント・大会として位置付けられている。囲
碁を活用した滞在型観光の促進による地域振興の一助となるものと考えられ、事業の必要性は高い。
・老若男女、国籍問わず、囲碁を通じ誰でもコミュニケーションが図れ、「ひとの和」の大切さを実感できるも
のである。また、礼に始まり礼に終わると言われる囲碁は、人間形成や人材育成に適しており、集中力や創造力
の発達を養うものである。こうした観点から、基本計画に掲げる「生きがいに満ちた生涯学習の機会の提供」に
向けた有効性は高いといえる。

【具体的な課題と改善】
事業に対する課題について（目的に対する現状など）

点数 3 2 3 3 2



部 課 係

款 項 目

頁

頁

①

②

③

①

②

③

事務事業評価調書

事 務 事 業 名 ふるさと応援団事業

会 計 一般会計 2 1 3

担 当 課 総務 企画財政 企画調整 事務事業№ 12138

個 別 計 画
事
務
事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

・寄附者において、生まれた故郷や応援したい自治体への
寄附を行うことにより、当該地域への貢献が可能となる。

・都市部と地方の税収の格差解消に一定の役割を果た
すとともに、寄附金を事業の財源として充当、活用が
可能となり、自主財源の確保が図れる。
・寄附特典として地域特産品等を返礼品としており、
地域産業の活性化へと繋がる。

総
合
計
画

まちづくりのテーマ 第５節_市民の参画と協働でつくるまち 前期計画登載頁 98

施 策 目 標 市民との情報共有と持続的なサービス提供体制の構築

施 策 項 目 　健全で持続可能な財政運営

主
な
業
務
内
容

12項目の寄附金使途メニューを設け、寄附者の意向に沿った事業へと充当、活用している。
①協働のまちづくり　②自然環境保全　③未来を担う子ども達　④高齢者の生きがい　⑤山岳観光都市の振興
⑥山村留学事業推進　⑦芸術文化振興　⑧起業創業支援　⑨移住定住支援　⑩市立大町総合病院の支援
⑪市長におまかせ　　⑫その他
令和2年度充当事業（R元寄附分）：寄附者指定の使途に従い、山岳観光推進事業や定住促進事業など19事業

【事務事業の実績】

事
業
費

年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

総事業費（決算額） 47,600,020 円 48,513,473 円 177,145,586 円

財源
内訳

特定財源 30,680,887 円 32,225,248 円 118,726,187 円

一般財源 16,919,133 円 16,288,225 円 58,419,399 円

活
動
指
標

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和2年度

ふるさと納税関連サイトへの掲載

達成率 次年度（R３）

指標名 単位 実績値 実績値 実績値 目標値 （％） 目標値

関係団体へのPR

達成率 次年度（R３）

指標名 単位 実績値 実績値 実績値 目標値 （％） 目標値

１．数値で表せる指標 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和2年度

2,420 1,650 146.7% 1,750

寄附金額 千円 30,140 32,158 118,699 33,000

寄附件数 人 1,040 1,185

359.7% 35,000

寄附充当額 千円 694,208 30,140 32,158 32,158 100.0% 118,699

２．数値で表せない効果

（指標①）

【事業の評価】

評
価

項目
必要性 有効性 効率性 今

後
の
方
向
性

方向性

成
果
指
標

評価 高い 低い 高い 重複なし 普通

評価点合計

事業の必要性 市民ニーズ 上位施策への貢献度 他事業との重複 事業の効率性 実施主体の適正化

やり方改善

15

適正である

これまで大手旅行会社との連携により、特産品や宿泊施設利用クーポン券などの返礼品を拡充したほか、クレジット
決済の導入やインターネット窓口の拡充など、寄附手続き等の利便性の向上を図ってきた。これまでのような過熱す
る返礼品競争は、寄附金の募集を適正に行う自治体のみが指定される「ふるさと納税指定制度」の創設により、落ち
着きは見せているものの各自治体は工夫を凝らした返礼品の掘り起こしを行っている。

改善の方法等（上記の課題をふまえ次年度以降に実施する具体的な改善の内容）

自主財源の確保や地域産品のPR等を目的として、今後さらなるインターネット窓口の拡大が図れるか仲介サイトの比
較をするとともに、豊富な自然を活用したアウトドアなど体験型サービスの返礼品導入に向けた掘り起こしを進め
る。また、ふるさと納税による寄附金を有効に活用するため、充当事業の趣旨や内容、成果を出来る限り明確にする
取組みや、ふるさと納税寄附者と継続的なつながりが持てるよう、経費をなるべく抑えた手法を踏まえ検討を進め
る。

3 18

評価理由

・自主財源の確保を図るとともに、全国に向けた特産品等のPRの場となっており、地域の活性化に向け
た効果は高い。寄附に伴う返礼品等の対象とならない市民ニーズは低いものの、事業の必要性や施策へ
の貢献度は高いものと考える。
・寄附金に対する返礼品や手数料等に係る全体の経費は、寄附額の50%程度となっており、今後、寄附
額の増加に向け、返礼品の内容や手法等について検討を進めるが、経費の増加とならないよう努めてい
く。

【具体的な課題と改善】
事業に対する課題について（目的に対する現状など）

点数 3 1 3 3 2



部 課 係

款 項 目

頁

頁

①

②

③

①

②

③

事務事業評価調書

事 務 事 業 名 病院事業運営費

会 計 一般会計 4 1 1

担 当 課 総務 企画財政 財政 事務事業№ 14113

個 別 計 画
事
務
事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

　病院事業会計の経営安定 　必要かつ適正な資金を時限的に集中投入することに
より、大町総合病院の経営安定化の促進を図る。

総
合
計
画

まちづくりのテーマ 第３節_だれもが健康で安心して暮らせるまち 前期計画登載頁 63

施 策 目 標 健康で長生きできる社会の実現

施 策 項 目 　市立大町総合病院新改革プランに基づく経営改善

主
な
業
務
内
容

　病院事業会計に対する繰出しを行う。公営企業に対する繰出金は、地方公営企業繰出基準に基づき、地方交付
税措置額及び収益見込みに応じて算定するが、29年度からは新公立病院改革プランに基づき繰出金の額を定める
としているため、令和７年度まで８億円台が続く見込みである。
　病院事業会計は、平成29年度決算において資金不足比率が20％を超えたため、経営健全化計画を策定し早期
解消に向け経営改善に努めているところであり、一般会計から基金を取り崩して貸し付けを行うなどの支援を
行っている。

【事務事業の実績】

事
業
費

年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

総事業費（決算額） 934,000,000 円 1,079,000,000 円 1,160,000,000 円

財源
内訳

特定財源 円 159,000,000 円 261,245,000 円

一般財源 934,000,000 円 920,000,000 円 898,755,000 円

活
動
指
標

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和2年度 達成率 次年度（R３）

指標名 単位 実績値 実績値 実績値 目標値 （％） 目標値

達成率 次年度（R３）

指標名 単位 実績値 実績値 実績値 目標値 （％） 目標値

１．数値で表せる指標 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和2年度

２．数値で表せない効果

（指標①）一時借入金が長期貸付金に振り替えられ、資金不足比率が改善するため、令和２年度決算において資
金不足比率は0となり、経営健全化計画における計画年度を前倒して達成することとなった。

【事業の評価】

評
価

項目
必要性 有効性 効率性 今

後
の
方
向
性

方向性

成
果
指
標

評価 普通 普通 普通 重複なし 普通

評価点合計

事業の必要性 市民ニーズ 上位施策への貢献度 他事業との重複 事業の効率性 実施主体の適正化

やり方改善

13
改善の余地あり

　大町病院が策定した新公立病院改革プランでは、繰出金は今後とも８～９億円程度で推移することを見込んでいる
が、地方交付税の減少など一般財源が不足するなか、近年の実質ベースでの繰出しは困難を極める状況にある。
　経営健全化計画に則り、着実な成果が見えてきているが、慢性的な医師不足等により、今後、劇的に経営状況が改
善することは見込めない中、コロナ禍による受診控えなど、医業収益に更なる影響が出ている。

改善の方法等（上記の課題をふまえ次年度以降に実施する具体的な改善の内容）

　耐震改修など大型事業があったため財政主管としていたが、保健福祉分野連携の観点から従前どおり民生部に窓口
を移行、繰り出し額については、引き続き企画財政課で協議する。
　一般会計としては、単に繰出金を増額する手法により、他の市民サービスに影響を及ぼすことは避けなければなら
ない。
　繰出金の額及び効果について正確に分かり易く市民に伝える必要がある。

2 18

評価理由

　新公立病院改革プランに基づき、病院事業会計の長期的な経営ビジョン策定に向け、繰出し額を令和
７年度まで定めていることから、事業自体の評価は低い。
　資金不足比率の早期改善に向け、令和元年度に159,000千円、２年度に238,000千円の貸し付けを
行った。これにより、一時借入金が長期貸付金に振り替えられ、資金不足比率が改善するため、令和２
年度決算において資金不足比率は0となり、経営健全化計画における計画年度を前倒して達成することと
なった。

【具体的な課題と改善】
事業に対する課題について（目的に対する現状など）

点数 2 2 2 3 2
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